








































A Historical Turning Point of Building Competitive Edges of
Electronics Industries in China






The competitive edge of Chinese-made machinery products was dramatically improved in 1990’s. It was, however, mainly achieved in
finished goods not in components. The competitiveness differed from region to region and sector to sector. It is only after 2000’s that
China has obtained real competitive edges in electronics industry including finished goods and components.






































































１９７８年 １９８３年 １９８４年 １９８５年 １９８６年 １９８７年 １９８８年 １９８９年 １９９０年 １９９１年
１．７ １．７ ２．３３ ２．９４ ３．４５ ３．７２ ３．７２ ３．７６ ４．７８ ５．３２
１９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 １９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年













































































0 200 400 600 800
工業生産値（億元）










































0 50 100 150 200
１人当たりの生産額（千元）


















































0 10 20 30 40
海外資本率
































0 10 20 30 40
海外資本率


















































































































５８３１ １３４８ ３０７．５ ２２．８ ２３．１
交通運
輸機械
４６５９ １１９３ １２５．１ １０．５ ２５．６
出所：中国統計適要２００１年より，筆者作成
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行われ，付加価値を一定程度維持できる態勢に
入っていたが，他方，交通運輸は外国勢の中国市
場進出拡大による価格競争と販売費の拡大により，
付加価値に占める利益水準に苦しんでいたのであ
る。
ただし，全般的に電気機械，交通運輸機械とも
に設備投資拡大による原価償却費の増加により収
益の圧迫にも苦しんでいたことや，また，外国企
業との提携の際に起こる中核部品（キーコンポー
ネント）の輸入の増加や技術移転にかかわる費用
の増加（イニシャルペイメントやランニング・ロ
イヤルティ）によって重圧がかかるといった課題
を抱えていたことは同様であったと思われる。
しかし，こうした状況に地域的な格差が表れて
いることは注目に値する。電機分野においては，
この時点で，まだ多くの地域でおおむね付加価値
よりも生産性の向上に重点が置かれているといえ
るものの，一部地域のみに付加価値の向上が明ら
かにみられ，中国の電機分野で独自の競争力が構
築されつつあるという兆しが見える。この意味で
２０００年前後は中国の電子・電機機器の競争力に
おいて，大きな飛躍をする企業とそうではない企
業の格差の拡大という転換点でもあったのではな
いかと思われるのである。
なお，以上の生産額，生産性，付加価値の地域
別の分析は母集団の数の制約，中国の統計におけ
る「付加価値」，「労働生産性」のそれぞれの定義
が我が国のそれと必ずしも一致しないため，日本
企業との単純な比較を行うことは難しい。すなわ
ち，統計的に有意であるとするには「必要十分」
ではないということに留意する必要がある。
注
１） 例えば，液晶テレビ，プラズマテレビの投入である。
２） 携帯電話事業もやがて価格競争が進行し，中国政府
（国家発展改革委員会）が懸念を表明することになる。
３） 中国電子工業年鑑，２００４年。
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